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制作工程全般を理解して、Webサイト・Web動画の企画・設計・実装ができる技術者

Web動画クリエイター科

・履修科目表

・卒業・進級要件

・履修判定試験および評価方法

・シラバス（授業概要）

ディプロマポリシー



・成績評価及び卒業要件

＜履修評価（合否判定）の方法＞

①科目の合否

本校では、科目の合否は原則的に履修判定試験のみでおこない、６０％の理解度をもって合格とする。

履修判定試験は「筆記試験」・「実習試験」でおこなわれるが、作品制作やレポートなど普段の授業の中でお

こなわれる提出物の評価を履修判定試験内で評価することがある。

その場合の評価の方法については、講義概要（コマシラバス）の中に明記される。

②未受験者・試験不合格者の処置

Ａ：以下のものには追試をおこなう。

１.公認欠席（忌引き等）に該当する者が試験を受験しなかった場合。

２.病気等で通院・入院・自宅安静をしており試験当日登校できない事由が証明できる者。

追試の時期は各科の科長が別途日程を定めて実施する。

Ｂ：試験に不合格になった学生及び正当な理由無しに未受験となった学生に対して、原則再試はおこなわない。

ただし、不合格となった科目の単位数に応じた枚数のチケットを取得した上で、担当教員の補習授業が終了した

者については、再試をおこなう。

チケットの取得方法に関しては、別途細則で定める。

③履修判定試験の運営

履修判定試験を受験しようとする者は試験会場に５分以上前に入室し、机上に学生証など身分を示す物を提示

する。

試験会場では、試験監督官の指示に従って行動する。

試験開始後20分以上経過した場合には、その試験の受験資格を失う。

試験中に監督官から不正行為を指摘された場合には直ちに教室から退室する。この場合は当該科目を不合格と

する。

＜成績評価およびその客観的な指標について＞

履修判定試験の結果が１００点～８０点のものをＡ（合格）、７９点～７０点のものをＢ（合格）、６９点～

６０点のものをＣ（合格）、５９点以下のものをＤ（不合格）として成績評価とする。

このＡ～Ｄの評価を、Ａ＝３点、Ｂ＝２点、Ｃ＝１点、Ｄ＝０点として各科目の成績を点数化のうえ合計し、

総科目数で割り指標数値を算出して各科の成績分布の指標とする。



＜進級について＞

①進級

進級学年の学生は「履修単位表」に記載された当該年度の履修科目を全て履修した場合に進級できる。
②準進級

  進級学年の学生は「履修単位表」に記載された当該年度までの履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな
かった科目の単位数の合計が、「履修単位表」に記載された卒業までに履修しなければならない総単位数の２
割を超えない場合は、次の学年に進級できるが、これを準進級とし進級者と区別する。

③留年

進級学年の学生は「履修単位表」に記載された当該年度までの履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな
かった科目の単位数の合計が、「履修単位表」に記載された卒業までに履修しなければならない総単位数の２
割を超えた場合は留年となり、その年に取得した全ての単位が無効となり次年度同一学年で学習しなければ

ならない。

④進級・準進級・留年の決定

進級・準進級・留年の最終判断は、進級公示前までに校長がおこない学籍に記録する。

＜卒業について＞

①卒業

「履修単位表」に記載された卒業に必要な履修科目を全て履修した場合に卒業できる。

②科目留年

  卒業学年の学生は「履修単位表」に記載された卒業に必要な履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな
かった科目の単位数の合計が、卒業までに履修しなければならない総単位数の２割を超えない場合は、科目留

年となる。

科目留年となった場合は、それまでに取得した全ての科目の単位数はそのままとなり、不合格となった科目の

み次年度再履修することで卒業することができる。

科目留年における在籍料・科目履修費用などを含めた事務的な手続きは別途細目で定める。

③留年

卒業学年の学生は「履修単位表」に記載された卒業に必要な履修科目の内、不合格・未受験等で履修できな
かった科目の単位数の合計が、卒業までに履修しなければならない総単位数の２割を超えた場合は留年とな

り、その年に取得した全ての単位が無効となり次年度同一学年で学習しなければならない。

準進級者が留年した場合でも、準進級の原因となった当該年度以前に未履修となった科目について、当該科目

の再履修免除はない。

④卒業・科目留年・留年の決定

卒業・科目留年・留年の最終判断は、卒業公示前までに校長がおこない学籍に記録する。



履修科目履修単位表　　Web動画クリエイター科
2026年度入学生用
東京テクニカルカレッジ

大 中

01 ◎ Webリテラシー_1 2
02 ◎ Webリテラシー_2 2
01 ◎ 情報アーキテクチャ_1 2 ○
02 ◎ 動画制作基礎_1 2 ○
03 ◎ 動画制作基礎_2 2 ○
04 ◎ 動画撮影技術_1 2 ○
05 ◎ 動画編集技術_1 2 ○
06 ◎ 動画撮影技術_2 2 ○
07 ◎ 動画編集技術_2 2 ○
08 ◎ Webプログラミング_1 2 ○
09 ◎ Webプログラミング_2 2 ○
10 ◎ Webプログラミング_3 2 ○
11 ◎ Webプログラミング_4 2 ○
01 ◎ 情報アーキテクチャ_2 2 ○
02 ◎ 動画撮影技術_3 2 ○
03 ◎ 動画編集技術_3 2 ○
04 ◎ 動画制作応用_1 2 ○
05 ◎ 動画制作応用_2 2 ○
06 ◎ Webプログラミング_5 2 ○
07 ◎ Webプログラミング_6 2 ○
08 ◎ Webプログラミング_7 2 ○
09 ◎ グラフィックデザイン_7 2 ○
10 ◎ グラフィックデザイン_8 2 ○
11 ◎ グラフィックデザイン_9 2 ○
12 ◎ Webサーバー技術_1 2 ○
13 ◎ Webサーバー技術_2 2 ○
14 ◎ Webマーケティング_1 2 ○
15 ◎ Webマーケティング_2 2 ○
16 ◎ Webマーケティング_3 2 ○
17 ◎ Webマーケティング_4 2 ○
18 ◎ Webマーケティング_5 2 ○
19 ◎ Web解析_1 2 ○
20 ◎ Web解析_2 2 ○
21 ◎ ブランドデザイン_1 2 ○
22 ◎ ブランドデザイン_2 2 ○
01 ◎ HTML/CSS_1 1 ○
02 ◎ HTML/CSS_2 1 ○
03 ◎ HTML/CSS_3 1 ○
04 ◎ グラフィックデザイン_1 1 ○
05 ◎ グラフィックデザイン_2 1 ○
06 ◎ グラフィックデザイン_3 1 ○
07 ◎ モーショングラフィックス_1 1 ○
01 ◎ HTML/CSS_4 1 ○
02 ◎ HTML/CSS_5 1 ○
03 ◎ グラフィックデザイン_4 1 ○
04 ◎ グラフィックデザイン_5 1 ○
05 ◎ グラフィックデザイン_6 1 ○
06 ◎ モーショングラフィックス_2 1 ○
07 ◎ モーショングラフィックス_3 1 ○
08 ◎ 3DCG_1 1 ○
09 ◎ 3DCG_2 1 ○
01 ◎ リアルジョブプロジェクト1 1 ○
02 ◎ リアルジョブプロジェクト2 1 ○
03 ◎ リアルジョブプロジェクト3 1 ○
04 ◎ リアルジョブプロジェクト4 1 ○
05 ◎ リアルジョブプロジェクト5 1 ○
06 ◎ リアルジョブプロジェクト6 1 ○
01 ◎ 校外実習1 1 ○
02 ◎ 校外実習2 1 ○
01 △ 海外短期留学研修1 3
02 △ 海外短期留学研修2 3
03 △ 建築・インテリア海外研修1 3
04 △ 建築・インテリア海外研修2 3
05 △ 国内建築研修1 1
06 △ 国内建築研修2 1
07 △ 国内環境研修1 2
08 △ 国内環境研修2 2

94
18

112

◎・・・必修科目(当該学科の全学生が卒業までに必ず履修しなければならない科目)
○・・・選択必修科目(一群の選択科目の中から指定された科目数を選択して履修しなければならない科目)
△・・・選択科目(学生が任意に選択して受講することができる科目)
※卒業に必要な履修単位数は「総必要単位数」欄に示された数である。
※１・・・実務経験ある教員担当科目
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Web動画クリエイター科1年1期シラバス

No 3651101 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 Webリテラシー

科目名 Webリテラシー_1 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 一般教養 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ー

該当DP ー

備考

No 3651102 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 HTML/CSS

科目名 HTML/CSS_1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3651103 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 HTML/CSS

科目名 HTML/CSS_2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 30 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3651104 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_1 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 30 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ①

備考 グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

Photoshopのパネル構成および各パネルの名称・役割がわかる。

Photoshopで新規書類を作ることができる。

Photoshopの描画ツールを使用できる。

Photoshopのシェイプツールを使用できる。

Photoshopのレイヤーを操作できる。

Photoshopの画像のトリミング、色調補正ができる。

Photoshopの選択範囲とマスクを操作できる。

Photoshopで画像の合成、テクスチャが作成できる。

Photoshopで画像合成による作品が作成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Photoshopの用途（何をするためのソフトか）がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイト制作のためにHTMLを学習していますが、Webサイトのビジュアル表現のために、CSSによる装飾方法を習得
することが必要です。

学習内容：CSSのセレクタ、テキスト、ボックスモデルのプロパティを中心に学習し、HTMLとCSSの連携を中心に文字周りの処
理とボックスモデルの概念を理解します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：グラフィックデザインを学習してゆくにあたり、グラフィックス系Adobeソフトウェアの基本操作を習得しておくこ
とが必要です。

学習内容：この科目では、グラフィックス作品の制作を通じて、今後使用してゆく画像加工ツールであるPhotoshopの基本的
な操作を習得します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

cssの基本のセレクタがわかる。（要素、id、class）

cssのセレクタのネスト構造がわかる。

cssのセレクタの優先順位がわかる。

cssのWebページのブロック構成とそれぞれの内容がわかる。

cssのボックスモデルの考え方がわかり記述できる。

ブラウザのデフォルトcssがわかる。

cssにおける表示サイズの指定方法と単位がわかり記述できる。

cssにおけるカラーの指定方法がわかり記述できる。

cssにおけるテキストの装飾方法がわかり記述できる。

cssにおけるa要素の装飾方法がわかり記述できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：HTML/CSSを学習してゆくにあたり、ブラウザでWebサイトが表示される仕組み、HTML/CSSの基本構造を理解しておく
必要があります。

学習内容：この科目ではWebサーバとブラウザの関係性と各機能、HTML/CSSの基本構造、各要素について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

HTMLとCSSをエディタを使って編集できる。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

HTMLの役割とタグの構造、要素と属性の役割がわかる。

HTMLコーディングにおけるファイル名、フォルダ名に命名の仕方がわかる。

HTMLの基本構造がわかる。

HTMLの要素の種類と記述のポイントがわかる。

HTMLにおける見出し（h1-h6）の記述方法がわかる。

HTMLにおける画像の表示方法と記述方法がわかる。

HTMLで記述する相対パスと絶対パスの働きと記述方法がわかる。

Web制作者の仕事の概要がわかる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Web関連の仕事の概要がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：これからPC、スマートフォンをはじめとするデジタルデバイスを活用しWeb制作技術の学習に取り組んでゆくために
は、WebおよびIT全般に対するリテラシー（活用する力）が必要です。

学習内容：PCおよびソフトウェアの基本操作方法、Webの仕組み、Webサイトの制作プロセスについて、それぞれの内容と専門
用語を理解します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

 学内でPCを使う上でのルール・規則がわかる。

GoogleChromeをインストールして、Googleアプリ（メール・Form・サイト等）を使うことができる。

ウィルス対策・著作権等を理解し、ネットワーク社会でトラブルに合わない対策方法がわかる。

OfficeソフトであるWord、Excel、PowerPointのそれぞれの役割がわかる。

OfficeソフトであるWord、Excel、PowerPointで文書が作成できる。

Webの仕組み、基本的な専門用語の意味がわかる。

インターネットの特徴、メディアの種類がわかる。

WEBサイトが表示される仕組みがわかる。

Webサイト制作のワークフローの概要がわかる。

PowerPointでWebサイトのレイアウトが作成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。



Web動画クリエイター科1年1期シラバス

No 3651105 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_2 01）

単位 1 02）

履修時間 15 03）

回数 30 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651106 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 動画制作基礎

科目名 動画制作基礎_1 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651107 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 動画制作基礎

科目名 動画制作基礎_2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 企業連携実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651108 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 1期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 企業連携実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10

最終確認者 井坂昭司

実務教員 〇

該当DP

備考

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webでの動画の特徴について学び当学科で学ぶWeb動画はどのようなものかわかる。

Illustratorの文字ツールを使用できる。

Illustratorで文字組ができる。

Illustrator＋Photoshopでポスター作品が作成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

Web動画の種類、トレンドが実例を通してわかる。

動画制作のワークフローの概要がわかる。

動画の企画・構成・シナリオの意味がわかる。

動画の撮影方法の種類と注意点がわかる。

編集の意味がわかる。

Premiere Proの用途（何をするためのソフトか）がわかる。

Premiere Proのパネル構成および各パネルの名称・役割がわかる。

Premiere Proで撮影した動画をPCに取り込むことができる。

評価方法

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：動画制作を学習してゆくにあたり、撮影方法および映像編集系Adobeソフトウェアの基本操作を習得しておくことが
必要です。

学習内容：この科目ではWeb動画の基礎知識、動画の作り方の概要を学習します。
今後動画を制作する上で必要な動画編集ソフトであるPremiere Proの最低限の操作手順を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Illustratorのペンツールを使用できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：グラフィックデザインを学習してゆくにあたり、グラフィックス系Adobeソフトウェアの基本操作を習得しておくこ
とが必要です。

学習内容：この科目では、グラフィックス作品の制作を通じて、今後使用してゆくグラフィックス制作ツールである
Illustratorの基本的な操作を習得します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

 Illustratorの用途（何をするためのソフトか）がわかる。

Illustratorのパネル構成および各パネルの名称・役割がわかる。

Illustratorで新規書類を作ることができる。

Illustratorの図形ツールを使用できる。

Illustratorで図形を変形、組み合わせることできる。

Illustratorで彩色の操作ができる。

Premiere Proで撮影した動画が編集できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：動画制作を学習してゆくにあたり、撮影方法および映像編集系Adobeソフトウェアの基本操作を習得しておくことが
必要です。

学習内容：この科目では動画制作を実践します。
撮影と編集の基本を学び、Premiere Proで１本の動画を作成します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

カメラワークの種類がわかる。

カット、カットつなぎの種類がわかる。

カメラの設定項目の意味がわかる。

動画の仕組みが理解できる。

フレームレートの意味がわかる。

Premiere Proのシーケンス設定項目の意味がわかる。

Premiere Proでトランジションエフェクトを設定できる。

Premiere ProでBGMを編集できる。

Premiere Proでカラーを編集できる（カラコレ/グレーディング）

３分以内の動画作品を制作できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：1期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ル ブリ ク表」を用いて期末に実施する

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

評価方法



Web動画クリエイター科1年2期シラバス

No 3652101 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 情報アーキテクチャ

科目名 情報アーキテクチャ_1 01）

単位 4 02）

履修時間 60 03）

回数 30 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 基礎講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ④

備考

No 3652102 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_1 01） HTMLとCSSをエディタを使って編集できる。

単位 2 02） JavaScriptのオブジェクト、メソッド、パラメーターの意味がわかる。

履修時間 30 03） JavaScriptでHTMLの書き換えの記述ができる。

回数 15 04） JavaScriptで確認ボックスと条件分岐の役割がわかる。

必修・選択 必須 05） JavaScriptで変数の役割がわかる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） JavaScriptで繰り返し処理の役割がわかる。

授業形態 講義・演習 07） JavaScriptで関数(ファンクション)の役割がわかる。

作成者 川辺伸司 08） JavaScriptで配列の役割がわかる。

教科書 09） JavaScriptで簡単なゲームプログラムを作成できる。

確認者 川辺伸司 10） JavaScriptで時刻表示のプログラムを作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3652103 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_2 01） プログラムの種類とJavaScriptの概要、用途がわかる。

単位 2 02） JavaScriptの実行環境の使用方法がわかる。

履修時間 30 03） JavaScriptの実行環境でサンプルコードを実行できる。

回数 15 04） JavaScriptの変数の仕組みと定義の記述方法がわかる。

必修・選択 必須 05） JavaScriptの値の型とその種類の違いがわかる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） JavaScriptの条件分岐（if文、switch文）が記述できる。

授業形態 講義・演習 07） JavaScriptの配列の構造と記述方法がわかる。

作成者 川辺伸司 08） JavaScriptの繰り返し処理（while文、for文）が記述できる。

教科書 09） JavaScriptの関数（ファンクション）の種類がわかる。

確認者 川辺伸司 10） JavaScriptの関数（ファンクション）が記述できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3652104 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_3 01） 色が光の波長の違いによってできていることがわかる。

単位 1 02） 色の3原色であるRGBとCMY(K)がわかる。

履修時間 30 03） HSB（トーン）彩度、明度、トーンがわかる。

回数 15 04） グラデーションの配色ができる。

必修・選択 必須 05） 2色の色を調和させる配色技法がわかる。

省庁分類 基礎実習 06） IllustratorやPhotoshopでの色の登録ができる。

授業形態 実習 07） フォントの基本知識がわかる。

作成者 川辺伸司 08） 欧文フォントと和文フォントの特徴がわかる。

教科書 09） 文字を入力するときや組版での基本ルールがわかる。

確認者 川辺伸司 10） タイポグラフィによるグラフィックス作品が制作できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ①

備考

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

学習内容：コンピュータで描画する平面構成、色、書体などを中心にデジタルデザインの基本知識を学習します。習得した
  基本知識の実践演習としてタイポグラフィによるグラフィックス作品を制作します。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイトに動的表現を取り入れる場合、ほとんどの場合、JavaScriptが採用されています。Webサイトを構築でき
る技術を身につける上でJavaScriptによるプログラミング技術を習得することが必要です。

学習内容：Javascriptの基本文法を学習します。変数、配列、条件分岐、ループ、関数など、プログラムの基本的な処理を
学習します。Javascript特有の注意点を交えて、初めてのプログラムの基礎を理解できるように進めていきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイト制作技術を学ぶ上で、Webサイトの設計工程を理解し、Webサイトのコンテンツ（掲載情報）を整理し、
  Webページの設計ができることが必要です。

学習内容：コンテンツ設計、情報設計、実装と制作工程の一連の流れを一通り体験し、Webサイトの制作工程を理解します。
 工程の体験、理解が目的のため、Webサイト実装は簡易制作ツールを利用します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

自分で設計したWebサイトを簡易制作ツールにより実装できる。

Webサイトのレイアウトのパターンがわかる。

Webサイトのレイアウトの最新トレンドがわかる。

Webサイトのレイアウトを示す設計図であるワイヤーフレームの役割、作成手順がわかる。

ワイヤーフレームの作成ツールの使い方を理解し作成できる。

Webサイトの簡易制作ツールの使い方がわかる。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：デザインをデジタルで表現する場合、色がどうやって表現されているのか、文字のデータはどうやって格納されて
いるのか、線はどのように作成されているのかなどのコンピュータでの描画の仕組みを理解しておく必要があります。

評価方法

Webサイト構築プロジェクトにおけるサイト設計実務に従事中の教員が、Web情報設計の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：HTML/CSSを学習してゆくにあたり、ブラウザでWebサイトが表示される仕組み、HTML/CSSの基本構造を理解しておく
必要があります。

学習内容：この科目ではWebサーバとブラウザの関係性と各機能、HTML/CSSの基本構造、各要素について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Webサイトの構成要素がわかる。（どのような情報がどのような形で掲載されているか）

IA（情報設計）の作業概要がわかる

Webサイトの掲載する情報を整理・分類できる。

Webサイトの掲載する情報をWebサイト構造に展開できる。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。



Web動画クリエイター科1年2期シラバス

No 3652105 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_4 01） 平面構成　画面の分割方法とそれぞれが与える印象がわかる。

単位 1 02） 平面構成　デザインの基本である「揃える」と「メリハリ」の効果がわかる。

履修時間 30 03） 平面構成　ライン、面、グリッドの働きがわかる。

回数 15 04） PhotoshopとIllustratorのデータ移動がスムーズにできる。

必修・選択 必須 05） ワイヤーフレームの役割がわかる。

省庁分類 基礎実習 06） ワイヤーフレームの構成要素がわかる。

授業形態 実習 07） ワイヤーフレームからデザインカンプまでの作成手順がわかる。

作成者 川辺伸司 08） PhotoshopとIllustratorでワイヤーを元にカンプを作る準備ができる。

教科書 09） PhotoshopとIllustratorで画像のスライス・書き出しができる。

確認者 川辺伸司 10） PhotoshopとIllustratorでデザインカンプを作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ①

備考

No 3652106 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 モーショングラフィックス

科目名 モーショングラフィックス_1 01） AfterEffectsの基本的な操作方法がわかる。

単位 1 02） テキストアニメーション作成の操作方法がわかる。

履修時間 30 03） 基本エフェクトを使ったテキストアニメーション作成できる。

回数 15 04） アニメーター/プリセットを使ったテキストアニメーション作成できる。

必修・選択 必須 05） シェイプアニメーション作成の操作方法がわかる。

省庁分類 基礎実習 06） シェイプアニメーションが作成できる。

授業形態 実習 07） illustratorデータの取り込み方法がわかる。

作成者 川辺伸司 08） 画像を使ったアニメーションが作成できる。

教科書 09） AfterEffectsの「3Dレイヤー」機能の概要がわかる。

確認者 川辺伸司 10）  3D空間を使ったアニメーションが作成できる。

最終確認者 井坂昭司

⚪
該当DP ②

備考

No 3652107 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 2期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト2 01） 問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

単位 1 02） 問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必須 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 企業連携実習 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07） 問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

作成者 川辺伸司 08） 問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

教科書 09） 問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

確認者 川辺伸司 10） 問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

最終確認者 井坂昭司

〇

該当DP ②

備考 Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

必要性：モーショングラフィックスは今後Web動画で多用されてゆく可能性があります。また実写動画のオープニングや挿入
テロップの質を上げるためも必要な技術です。

学習内容：グラフィクスの動的表現であるモーショングラフィックス事例、製作ツールであるAfterEffectsの基本操作につ
いて学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：2期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：IllustratorやPhotoshopの基本操作を学習してきましたが、Webページのビジュアルデザインには着手していませ
ん。Webデザインができるようになるためには、Webページを対象にしたデザインに着手する必要があります。

学習内容：Webページデザインの最初のステップとしてIllustratorやPhotoshop使用してデザインカンプを制作する基本的な
   技術を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。



Web動画クリエイター科1年3期シラバス

No 3653101 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 Webリテラシー

科目名 Webリテラシー_2 01） インターネット上にWebが表示される仕組みがわかる。

単位 2 02） Webサイトの種類・用途、Webサイト制作工程がわかる。

履修時間 30 03） Webサイトのコンセプトメイキングの内容、手順がわかる。

回数 15 04） Webサイトに掲載する情報（コンテンツ）の設計方法がわかる。

必修・選択 必須 05） Webサイトの画面（レイアウト）の設計方法がわかる。

省庁分類 一般教養 06） Webサイトの実装作業の内容がわかる。

授業形態 講義・演習 07） Webサイト制作のテスト以降（修正・メンテナンス）の作業内容がわかる。

作成者 川辺伸司 08） Webページを実現する技術の概要、それぞれの役割がわかる。

教科書 09） Webサイトで扱う画像、動画、文書（テキスト）のデータフォーマットの種類がわかる。

確認者 川辺伸司 10） Webサイト制作者に最低限必要な知的財産権保護の概要、注意点がわかる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ー

該当DP ⑧

備考

No 3653102 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 HTML/CSS

科目名 HTML/CSS_3 01） HTMLとCSSをエディタを使って編集できる。

単位 1 02） ボックの外余白（margin）の記述ができる。

履修時間 30 03） padding,marginを組み合わせた表示制御の記述ができる。

回数 15 04） 上下margin記述の注意点（marginの相殺など）がわかる。

必修・選択 必須 05） 箇条書きリストの記述ができる。

省庁分類 基礎実習 06） スタイルガイドの意味がわかり作成できる。

授業形態 実習 07） デザインカンプのスライスができる。

作成者 川辺伸司 08） Webページの基本レイアウトのCSSを実装できる。

教科書 09） Webページの各セクションのCSSを実装できる。

確認者 川辺伸司 10） 1カラムレイアウトのWebページのCSSを実装できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3653103 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_3 01） JavaScriptでif文を使った条件分岐処理が記述できる。

単位 2 02） JavaScriptでwhile文、for文を使った条件分岐処理が記述できる。

履修時間 30 03） JavaScriptで関数の宣言、呼び出し処理が記述できる。

回数 15 04） JavaScriptにおけるオブジェクトの概念を理解がわかる。

必修・選択 必須 05） JavaScriptにおけるプロパティとメソッドの役割がわかる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） JavaScriptにおける組み込みオブジェクトの操作方法や処理内容がわかる。

授業形態 講義・演習 07） JavaScriptにおける組み込みオブジェクトの種類がわかる。

作成者 川辺伸司 08） JavaScriptでwindowsオブジェクトを使った処理が記述できる。

教科書 09） JavaScriptでdocumentオブジェクトを使った処理が記述できる。

確認者 川辺伸司 10） JavaScriptでフォーム処理が記述できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3653104 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_5 01） サイトトレースを通してWebサイトレイアウトデザインの基本的なパターンがわかる。

単位 02） ワイヤーフレーム作成時に考慮すべき図形のサイズ・文字の入力方法・文字揃え等の注意点がわかる。

履修時間 30 03） ワイヤーフレーム作成時に考慮すべき写真の加工・色・パターンの注意点がわかる。

回数 15 04） ワイヤーフレーム作成時に考慮すべきロゴ制作の注意点がわかる。

必修・選択 必須 05） 企業サイトのワイヤーフレームをトレースできる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） 企業サイトのデザインカンプをトレースできる。

授業形態 講義・演習 07） プロモーションサイトのワイヤーフレームをトレースできる。

作成者 川辺伸司 08） プロモーションサイトのデザインカンプをトレースできる。

教科書 09） ポートフォリオサイトのワイヤーフレームを制作できる。

確認者 川辺伸司 10） ポートフォリオサイトのデザインカンプを制作できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ①

備考

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

学習内容：この科目ではサイトトレース、ポートフォリオサイトの制作課題を通して、サイトレイアウトデザインの実装方
法、Illustrator、Photoshopの使用技術を学習します。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイトに動的表現を取り入れる場合、ほとんどの場合、JavaScriptが採用されています。Webサイトを構築でき
 る技術を身につける上でJavaScriptによるプログラミング技術を習得することが必要です。

学習内容：JavaScript2では、より具体的な操作が可能となる組み込みオブジェクトを使った処理を学習します。オブジェク
 トの概念を理解し、プロパティとメソッドが何であるかを学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイト制作の仕事に携わる上で、制作に関する基本的な知識を幅広く蓄積し、作業全体の工程を理解しておくこ
  とは、デザイナー、エンジニアなど、どの役割に就いても必要です。

学習内容：この科目では、Webデザイナー検定に出題され問われる制作に関する知識、制作作業工程（ワークフロー）の内容
 について、資格取得を目標に学習してゆきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：ここまで学んだ技術の復習として、サイトデザインを一通り制作し現時点での技術力を確認、自己認識することが
必要です。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：HTML/CSSを学習してゆくにあたり、ブラウザでWebサイトが表示される仕組み、HTML/CSSの基本構造を理解しておく
必要があります。

学習内容：この科目ではWebサーバとブラウザの関係性と各機能、HTML/CSSの基本構造、各要素について学習します。



Web動画クリエイター科1年3期シラバス

No 3653105 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 動画撮影技術

科目名 動画撮影技術_1 01） カメラの種類とそれぞれの特性がわかる。

単位 02） 画面サイズ（フレーミング）の種類とそれぞれの映像効果についてわかる。

履修時間 30 03） カメラポジションの種類とそれぞれ映像効果についてわかる。

回数 15 04） カメラアングルの種類とそれぞれ映像効果についてわかる。

必修・選択 必須 05） カメラワークの種類とそれぞれ撮影方法、映像効果についてわかる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） カメラの機能、機材を使ったカメラワークの種類とそれぞれ撮影方法、映像効果についてわかる。

授業形態 講義・演習 07） カメラの基本用語の意味がわかる。

作成者 川辺伸司 08） スマートフォンカメラでの撮影テクニックがわかる。

教科書 09） 撮影構図の意味がわかる。

確認者 川辺伸司 10） 撮影構図のパターンを理解し演習を通してパターンに沿った映像を撮影できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3653106 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 動画編集技術

科目名 動画編集技術_1 01） コンテの概要と役割がわかる

単位 02） 絵コンテの描き方がわかる

履修時間 30 03） 絵コンテを描き動画のシナリオを作成できる

回数 15 04） カットつなぎの種類がわかる

必修・選択 必須 05） カットつなぎの種類に応じた撮影の注意点がわかる

省庁分類 基礎講義・演習 06） Web動画に求められるカット割がわかる

授業形態 講義・演習 07） Premiere Proのシーケンスパネルの詳細機能の意味がわかる

作成者 川辺伸司 08） Premiere Proのルーツパネルの機能を使いこなせる

教科書 09） Premiere Proでビデオエフェクトを設定できる

確認者 川辺伸司 10） ３分以内の動画作品を制作できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3653107 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 3期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト3 01） 問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

単位 1 02） 問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必須 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 企業連携実習 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07） 問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

作成者 川辺伸司 08） 問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

教科書 09） 問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

確認者 川辺伸司 10） 問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

最終確認者 井坂昭司

〇

該当DP

備考

必要性：動画制作を学習してゆくにあたり、映像編集系AdobeソフトウェアPremiere Proでの編集技術を習得しておくことが
 必要です。

学習内容：この科目では前科目で撮影した映像の編集を実践します。
撮影した映像をPremiere Proで編集する実践を通して編集技術を向上させます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：3期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：スマホのボタンを押せば誰でも動画撮影ができます。但し、プロとして商用で使われる動画を制作できるためには
  撮影のセオリーを理解し実践できることが必要です。

学習内容：カメラワークの種類とそれぞれの効果について学習します。撮影実習を通して学習したカメラワークを適切に使
 いこなせるようになります。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。



Web動画クリエイター科1年4期シラバス

No 3654101 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 HTML/CSS

科目名 HTML/CSS_4 01） overflowプロパティの使用方法がわかり、要素からはみ出した部分の対処ができる。

単位 1 02） 背景画像プロパティの使用方法がわかり、要素に背景画像を設定できる。

履修時間 30 03） 背景画像を使った表現方法がわかり、背景画像を利用した表示制御が記述できる。

回数 15 04） CSSスプライトの使用方法がわかり、画像置換の処理が記述できる。

必修・選択 必須 05） floatプロパティの概要、用途がわかる。

省庁分類 応用実習 06） floatプロパティの記述方法がわかる。

授業形態 実習 07） box-sizingの概要、用途がわかる。

作成者 川辺伸司 08） 番号付きリスト、定義型リストの使用方法がわかりリストの記述ができる。

教科書 09） tableの概要、用途がわかる

確認者 川辺伸司 10） tableの使用方法がわかり表形式の記述ができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ③

備考

No 3654102 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 HTML/CSS

科目名 HTML/CSS_5 01） HTMLとCSSをエディタを使って編集できる。

単位 1 02）   入力フォームの記述方法がわかる。

履修時間 30 03） 入力フォームを実装できる。

回数 15 04） iframeの概要、用途がわかる。

必修・選択 必須 05） iframeの記述方法がわかる。

省庁分類 応用実習 06） Ifameを使ったページを作成できる。

授業形態 実習 07） デザインカンプからコーディングの考慮点がわかる。

作成者 川辺伸司 08）  デザインカンプからコーディングしページを作成できる。

教科書 09） SEOの観点からコーディングの考慮点がわかる。

確認者 川辺伸司 10）  複数カラムレイアウトのWebページが実装できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員

該当DP

備考

No 3654103 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_4 01） Cookieの仕組みがわかる

単位 2 02） Cookieへの書き込みの実装ができる。

履修時間 30 03）  Cookie取得の実装ができる。

回数 15 04） XMLHTTPRequestの仕組みがわかる。

必修・選択 必須 05） XMLHTTPRequestを利用しCSVデータの受け渡しの実装ができる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） jQueryの役割、特徴がわかる。

授業形態 講義・演習 07）  jQueryの基本的なコードの記述方法がわかる。

作成者 川辺伸司 08） jQueryをWebページに組み込む実装ができる。

教科書 09） プラグインlightboxを使ってモーダルウインドウが作成できる。

確認者 川辺伸司 10） プラグイン slickを使ってスライダーが作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

No 3654104 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_6 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：情報量の多いWebサイトを構築できるようになるために、様々なレイアウトを実装できる技術を習得することが必要
です。

学習内容：複数カラムレイアウトの実装を目標に、背景画像、table、float、を中心により情報量が多いWebサイトのコー
ディング技術を学習します。その他にSEO対策として重要なmeta要素、title要素の具体的な指定方法も学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：HTML/CSSを学習してゆくにあたり、ブラウザでWebサイトが表示される仕組み、HTML/CSSの基本構造を理解しておく
必要があります。

学習内容：この科目ではWebサーバとブラウザの関係性と各機能、HTML/CSSの基本構造、各要素について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

必要性：JavaScriptを利用したWebサイトではページ切り替えで変数（データ）を保持するための仕組みを実装できる必要が
あります。

学習内容：この科目ではCookieとXMLHTTPRequestを利用したデータの受け渡しの実装方法を学習します。伴わせて
JavaScriptのメジャーなライブラリであるjQueryで実装可能な処理内容について学習します。

InDeginで新規文書を作成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：2年次からの就職活動に向けて、書類選考で求められる作品実績＝ポートフォリオを準備する必要があります。

学習内容：ポートフォリオとは何か、必要な掲載情報、求められるデザイン・レイアウトについて理解し、DTPソフトである
InDesignの操作方法を習得しポートフォリオを作成します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

InDesignでマスターページの役割と設定方法がわかる。

InDesignで画像を貼りこむことができる。

InDesignでテキストを入力し配置することができる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

ポートフォリオとは何かがわかる。

ポートフォリオのデザインのポイントがわかる。

InDesignの役割がわかる。

InDesignの画面構成、パネル名称がわかる。

ポートフォリオのレイアウトが作成できる。

１年間の作品実績、プロフィールを掲載したポートフォリオが作成できる。



Web動画クリエイター科1年4期シラバス

No 3654105 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 動画撮影技術

科目名 動画撮影技術_2 01） 屋内撮影（店舗紹介、インタビュー）におけるポイントを理解し、撮影で使われるアイデアを実践できる。

単位 2 02） 屋外撮影で考慮すべき注意点がわかる。

履修時間 30 03） 屋外撮影で考慮すべき法律、禁止事項を理解し適切な撮影ができる。

回数 15 04） ライティング（照明）の基本がわかる。

必修・選択 必須 05） 屋内撮影に必要な機材のセッティングができる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） クロマキー撮影の注意点がわかる。

授業形態 講義・演習 07） クロマキー撮影で映像を合成した動画ができる。

作成者 川辺伸司 08） 商品の撮影（ブツ撮り）の方法、注意点がわかる。

教科書 09）  商品の撮影のライティングについて理解し適切な撮影ができる。

確認者 川辺伸司 10） 商品の撮影のスタイリングについて理解し適切な撮影ができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

No 3654106 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 動画編集技術

科目名 動画編集技術_2 01） プロモーション動画の特徴がわかる。

単位 2 02） プロモーション動画の企画を立案できる。

履修時間 30 03） プロモーション動画のシナリオを作成できる。

回数 15 04） プロモーション動画のカット割ができる。

必修・選択 必須 05） 事前に撮影シーンのピックアップができる。

省庁分類 基礎講義・演習 06） テロップ（キャプション）の考慮点がわかる。

授業形態 講義・演習 07） プロモーション動画の撮影ができる。

作成者 川辺伸司 08） Premiere Proでトランジションエフェクトを自作できる。

教科書 09） Premiere Proでタイムリーマップを設定できる。

確認者 川辺伸司 10） 90秒以内のプロモーション動画を作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

No 3654107 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト4 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 企業連携実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 〇

該当DP

備考

No 3654108 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 1年次

期 4期

教科名 校外実習

科目名 校外実習1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 校外実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：動画制作ではクライアントの依頼内容や目的に合わせさまざまなジャンルの動画制作が行える撮影、編集技術が必
要になります。

学習内容：屋内・屋外それぞれの撮影方法について設定されたシチュエーションを元に実践を通して学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

学習内容：4期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：動画制作ではクライアントの依頼内容や目的に合わせさまざまなジャンルの動画制作が行える撮影、編集技術が必
要になります。

学習内容：用途・目的が明確な動画を設定された課題を元に制作し、意図、狙いを持った動画制作を実践を通して学習しま
す。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

Web動画制作のワークフローの各作業内容がわかる。

問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：制作会社ではWebサイト・動画はチームによって制作されます。チームメンバーそれぞれが役割を持ち、その役割に
必要な技術力を発揮し相互連携を図る能力が必要です。

学習内容：研修施設、研修場所の紹介を目的とした動画制作を研修中に集中して行うことにより、企画、撮影、編集の作業
内容を理解した動画制作ができます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Web動画制作のワークフローがわかる。

研修で作成した成果物評価点で判定を行う(60点/100点をもって合格とする)

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

評価方法

Web動画の企画立案ができる。

企画に沿った撮影ができる。

企画に沿った編集ができる。

研修施設、研修場所の紹介を目的とした動画が制作できる。



Web動画クリエイター科2年1期シラバス

No 3651201 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 2年次

期 1期

教科名 Webマーケティング

科目名 Webマーケティング_1 01） コンバージョンの意味とコンバージョンファネルの考え方がわかる。

単位 2 02） Webマーケティングの様々な手法とそれぞれの目的がわかる。

履修時間 30 03） 検索エンジンマーケティング（SEM）の内容と仕組みがわかる。

回数 15 04） ランディングページの目的と構成がわかる。

必修・選択 必須 05） コピーライティング、Webライティングの方法がわかりコピーが書ける。

省庁分類 応用講義・演習 06） コンバージョン数アップのためのWebサイト改善例がわかる。

授業形態 講義・演習 07） Webサイト分析の指標がわかりモニタリング数字から算出できる。

作成者 川辺伸司 08） インターネット広告の種類とそれぞれの仕組みがわかる。

教科書 09） リスティング広告の用途と仕組みがわかる。

確認者 川辺伸司 10） ディスプレイ広告の用途と仕組みがわかる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑦

備考

No 3651202 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 情報アーキテクチャ

科目名 情報アーキテクチャ_2 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑧

備考

No 3651203 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 Webサーバー技術

科目名 Webサーバー技術_1 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ④

備考

No 3651204 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_7 01） デッサンの目的がわかる。

単位 2 02） 鉛筆の固さによる線の特性を理解し、必要に応じて使い分けることができる。

履修時間 30 03） ハッチングの練習をし、濃度の違いを出すことができる。

回数 15 04） 丸や四角などの基本図形をひたすら手で描き、思い通りに描画できる。

必修・選択 必須 05） 石膏基本型のデッサンを描画できる。

省庁分類 応用講義・演習 06） 静物（アナログ）のデッサンを描画できる。

授業形態 講義・演習 07） インフォグラフィックの概要、事例がわかる。

作成者 川辺伸司 08） グラフ機能を学び、種類の違うグラフと表が短時間で作成できる。

教科書 09） テーマを決めてインフォグラフィックの必要データをピックアップできる。

確認者 川辺伸司 10） テーマを決めてインフォグラフィックが作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑩

備考

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webクリエイターを目指す上で、Webサイトを作る技術を習得するだけなく、Webサイトに人を集める技術を理解して
おく必要があります。

学習内容：Webサイトにアクセスを集めコンバージョンを獲得するための様々な手法について学習し、Webマーケティングと
いう活動の内容、目的を理解します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webに表示するグラフィックス表現能力を向上させるために描画能力を養う必要があります。

学習内容：Webデザイナーとして最低限の描画能力を身につけるためにデッサンの方法を実践を通して学習します。後半は
デッサンで培った表現力を使用し、インフォグラフィックについて学習します。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイトをコーディング実装する上で、サーバーからのデータ取得、APIを使用した連携などサーバーに関する知
識や連携の実装方法を理解しておく必要があります。

学習内容：サーバーサイド言語であるPHPの学習を行い、サーバーにおける処理方法、クライアント、サーバー間のデータの
受け渡しの実装方法を習得します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

ペーバープロトタイプを思考発話法によって評価できる。

Webマーケティングのコンサルティング業務に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：HTML/CSSを学習してゆくにあたり、ブラウザでWebサイトが表示される仕組み、HTML/CSSの基本構造を理解しておく
必要があります。

学習内容：この科目ではWebサーバとブラウザの関係性と各機能、HTML/CSSの基本構造、各要素について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

HTMLとCSSをエディタを使って編集できる。

ユーザービリティの意味がわかる。

 ワイヤーフレームの役割がわかる。

ワイヤーフレーム作成の手順がわかる。

ペーバープロトタイプによりサイト構造、画面レイアウトの設計ができる。

Webレイアウト/デザインのトレンドがわかる。

Webレイアウト/デザインのトレンドに出てくる用語の意味がわかる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

UXの手法であるペーパープロトタイピングの概要、手順がわかる。

ペーパープロトタイプを作成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

自分のPCに仮想Webサーバー、PHP使用環境を構築できる。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

PHPの基本的な記述方法がわかる。

PHPの変数のルールがわかる。

PHPの処理結果をHTMLに出力する方法がわかる。

PHPで扱えるデータ型と文字列、数値、論理値の処理方法がわかる。

PHPにおける配列データの処理方法がわかる。

PHPにおける条件処理の記述方法がわかる。

PHPにおける関数の呼び出し方法と記述方法がわかる。

PHPにおけるフォーム要素を使ったデータの受け渡し方法と記述方法がわかる。

HTMLからPHPを呼び出し結果を出力するWebページを作成できる。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務経験がある教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。



Web動画クリエイター科2年1期シラバス

No 3651205 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 3DCG

科目名 3DCG_1 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651206 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 3DCG

科目名 3DCG_2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651207 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 モーショングラフィックス

科目名 モーショングラフィックス_2 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3651208 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 1期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト5 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 企業連携実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考 Webサイトの企画立案、制作管理の実務経験がある教員が、グループワークで企画立案、制作進行の実務的テクニックを教える。

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

評価方法

問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

学習内容：1期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、モーショングラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

AfterEffectsのライトレイヤーの操作方法がわかり簡単なアニメーションが作成できる。

AfterEffectsのプリセットエフェクトであるcc pixcel pollyを使ったアニメーションを作成できる。

AfterEffectsのプリセットエフェクトであるcc snow fallを使ったアニメーションを作成できる。

3D表現をつかったモーショングラフィックスが作成できる。

評価方法

AfterEffectsの3Dアニメーション作成の方法がわかる。

AfterEffectsの3Dカメラレイヤーの操作方法がわかり簡単なアニメーションが作成できる。

AfterEffectsのエクスプレッションの操作方法がわかり簡単なアニメーションが作成できる。

AfterEffectsのプリセットエフェクトであるcc particle worldを使ったアニメーションを作成できる。

AfterEffectsで文字の手書き表現の方法がわかり簡単なアニメーションが作成できる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：AfterEffectで制作するモーショングラフィックスにおいて3D空間を使ったアニメーションを取り入れることは表現
力をアップさせる上で必要です。

学習内容：AfterEffect 3Dレイヤーを活かしたアニメーション制作に取り組みます。AfterEffect操作の復習をしながら3Dの
アニメーションを参考にし、3D空間を使った表現方法を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

3D表現をつかったモーショングラフィックスの事例がわかる。

Blenderの基本操作ができる。

Blenderを使用し、メッシュモデルの作成、編集ができる。

Blenderのモデリングツールを使うことができる。

Blenderを使用し、カーブオブジェクトの作成、編集ができる。

Blenderを使用し、3Dモデルを制作できる。

Blenderでのリンギングの操作方法がわかる。

評価方法

Webサイト構築プロジェクトにおけるデザイン制作実務に従事中の教員が、3DCG制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：広告PRに活用されるグラフィックスや動画においても3D表現が求められる機会が増えてゆくことが想定されるの
 で、CGクリエイターにならずとも3DCGについて制作実践を通して理解しておくことが必要です。

学習内容：この科目では、3DCGソフトウェア「Blender」を使用し3DCGモデルを制作し、制作手順、ソフトウェアの操作方法
を習得します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

Blenderの機能であるモディファイアーの概要がわかる。

Blenderの機能であるモディファイアーの操作方法がわかる。

Blenderの機能であるモディファイアーの主な種類がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

3DCGとは何か、用途がわかる。

3DCGの制作手順、登場する基本的な用語がわかる。

Blenderの機能概要がわかる。

Blenderの画面構成がわかる。

Blenderの機能とメニューの関連がわかる。

必要性：広告PRに活用されるグラフィックスや動画においても3D表現が求められる機会が増えてゆくことが想定されるの
 で、CGクリエイターにならずとも3DCGについて制作実践を通して理解しておくことが必要です。

学習内容：この科目では、3DCGソフトウェア「Blender」を使用し3DCGモデルを制作し、制作手順、ソフトウェアの操作方法
を習得します。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

Blenderで3Dモデルをリギングすることができる。

Blenderで3Dモデルをアニメーションさせる手順がわかる。

Blenderで3Dモデルをアニメーションさせることができる。

Blenderでアニメーション書き出すことができる。

Blenderで3DCG作品を制作することができる。

評価方法

3Dモデルをアニメーションさせるためのリンギングの概要がわかる。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。



Web動画クリエイター科2年2期シラバス

No 3652201 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 2年次

期 2期

教科名 Webマーケティング

科目名 Webマーケティング_2 01）  SNSマーケティングとは何かがわかる。

単位 2 02） SNS各メディアの特徴と有効性がわかる。

履修時間 30 03） SNS活用事例がわかる。

回数 15 04） YouTube広告の仕組みがわかる。

必修・選択 必須 05） YouTube広告の種類がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） YouTube広告についてニーズに合わせた適切な選択ができる。

授業形態 講義・演習 07） YouTubeアナリティクスの機能がわかる。

作成者 川辺伸司 08） カスタマージャーニーマップの目的と内容がわかる。

教科書 09） カスタマージャーニーマップの作成手順がわかる。

確認者 川辺伸司 10） カスタマージャーニーマップを作成しマーケティング施策を策定できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑦

備考

No 3652202 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 Web解析

科目名 Web解析_1 01） Web解析（アクセス解析）の目的と作業の概要がわかる。

単位 2 02） Google Analyticsのサービスおよび機能概要がわかる。

履修時間 30 03） Web解析を行う上で必要な目標設定、解析要件が設定できる。

回数 15 04） Google Analyticsのサマリー画面の見方、表示項目の意味がわかる。

必修・選択 必須 05） Google AnalyticsのレポートからWebサイトのアクセス状況がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） Google Analyticsのカスタムレポートが作成できる。

授業形態 講義・演習 07） Google Search Consoleの機能概要がわかる。

作成者 川辺伸司 08） Webサイトに対するGoogleアナリティクスの設定ができる。

教科書 09） Google AnalyticsのレポートからWebサイトの問題点を発見できる。

確認者 川辺伸司 10） Google AnalyticsのレポートからWebサイトの改善点を提案できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3652203 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 Webサーバー技術

科目名 Webサーバー技術_2 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3652204 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_5 01） CMSの概要、メリット/デメリット、主なCMS製品がわかる。

単位 2 02） WordPressのインストール手順を理解し、作業ができる。

履修時間 30 03） WordPressの管理画面であるダッシュボードが操作できる。

回数 15 04） WordPressのファイル構成がわかる。

必修・選択 必須 05） WordPressのテンプレートファイルの種類、それぞれの用途がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） WordPressのテンプレートが作成できる。

授業形態 講義・演習 07） WordPressで投稿記事の出力ができる。

作成者 川辺伸司 08） WordPressのプラグインのインストールができる。

教科書 09） WordPressのテンプレートのカスタマイズに必要な設定内容がわかる。

確認者 川辺伸司 10） WordPressのテンプレートのカスタマイズができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑤

備考

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：CMSで普及率の高いWordPressのテンプレート開発の作業はWeb制作会社に入った場合、取り組む機会が多いので機能
の理解、カスタマイズ方法を習得しておくことが必要です。

学習内容：CMSの基本を学習し、インストール方法からテンプレート開発まで、カスタマイズに必要な手順を実践を通して学
習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

データベースとは何か？その仕組みの概要がわかる。

管理者権限でデータベースが作成できる。

データベースを構成するフィールドの形式がわかる。

データベースの操作言語であるSQLの概要がわかる。

データベースへのデータの挿入、更新、削除の操作ができる。

PHPでデータベースにあるデータを呼び出す記述ができる。

PHPでデータベースのデータを更新する記述ができる。

Webマーケティングのコンサルティング業務に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイト運営に携わる場合、サイト改善のために、Webサイトのアクセス状況を分析する技術が必要となります。

学習内容：アクセス解析サービス「Googleアナリティクス」の利用方法を学びながら、Webの改善に活かすためのWeb解析
（アクセス解析）について学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

学習内容：PHP・MySQL・Javascriptを組み合わせて簡単なアプリケーションを開発を実践し、データベース、サーバーサイ
ドプログラムとの連携の仕組みを学習します。

PHPでデータベースのデータを削除する記述ができる。

Ajaxとは何か？その仕組みの概要がわかる。

Ajaxを使ってAPIを実行するプログラムが書ける。

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webアプリケーションやバックエンドプログラムと連携したWebサイト運用に携わるためにはデータベースの知識が
必要となります。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Web制作の大半は広告制作に関わるものであり、Webデザイナー、フロントエンドエンジニアになる人もネット広告
を中心にしたWebマーケティングの知識は必要です。

学習内容：前期に学習したWebマーケティング１の続編として、前期では取り扱わなかったSNS、動画マーケティングを加え
てWebでの様々なマーケティング手法を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法



Web動画クリエイター科2年2期シラバス

No 3652205 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_8 01） ワイヤーとカンプの作成手順がわかる。

単位 2 02） ロゴ・文字組・アイコン作成方法がわかる。

履修時間 30 03） トラッドなテイストのサイトカンプ作成の注意点や色の選び方がわかる。

回数 15 04） クールなテイストのサイトカンプを作成できる。

必修・選択 必須 05）  ポップなテイストのサイトカンプ作成の注意点や色の選び方がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） クールなテイストのサイトカンプを作成できる。

授業形態 講義・演習 07）  クールなテイストのサイトカンプ作成の注意点や色の選び方がわかる。

作成者 川辺伸司 08） クールなテイストのサイトカンプを作成できる。

教科書 09）  エレガントなテイストのサイトカンプ作成の注意点や色の選び方がわかる。

確認者 川辺伸司 10） エレガントなテイストのサイトカンプを作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑩

備考

No 3652206 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 動画撮影技術

科目名 動画撮影技術_3 01） カメラ自体を移動させるトラック撮影、ドリー撮影による映像がわかる。

単位 2 02） カメラ自体を移動させる機材を使った撮影技法の種類がわかる。

履修時間 30 03） 撮影機材を活用した撮影方法及び映像を確認することで、その種類と効果がわかる。

回数 15 04） 撮影機材の組み立て方、使用法を理解し、実際に使用して撮影できる。

必修・選択 必須 05） ドローンの飛行原理、操縦に必要な用語がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） ドローンの基本的な操縦ができる。

授業形態 講義・演習 07） 周辺機器を活用した動画の企画を立て、絵コンテを描くことができる。

作成者 川辺伸司 08） Premiere Proのエフェクトを活用し効果的な映像演出ができる。

教科書 09） Premiere Proのトランジション表現の事例を参照し、同様の表現の設定ができる。

確認者 川辺伸司 10） Premiere Proでのカラーコレクション/グレーディングの手順を理解しカラー修正ができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ②

備考

No 3652207 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 動画編集技術

科目名 動画編集技術_3 01）

単位 2 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用講義・演習 06）

授業形態 講義・演習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ○

該当DP ②

備考

No 3652207 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 2期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト6 01） 問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

単位 1 02） 問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必須 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 企業連携実習 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07） 問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

作成者 川辺伸司 08） 問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

教科書 09） 問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

確認者 川辺伸司 10） 問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

編集し動画が完成できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

学習内容：特定のテーマに沿った動画制作実習に取り組みます。アイデア検討では映画の手法を研究し、編集で取り入れて
みます。撮影では合成用映像が撮影できる段取りを実践を通して学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

映画で採用されるカメラワークがわかる。

映画で採用される編集技法がわかる。

シーンにあった編集アイデアを検討できる。

提示されたテーマの表現ポイントを理解し動画の企画が立案できる。

撮影の注意点（ライティング、音声、カメラ配置）を理解し準備ができる。

準備した撮影環境でリハーサルを行い、本番撮影ができる。

撮影素材の整理を行い編集準備ができる。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

必要性：動画制作のプリプロ（企画・準備）、プロダクション（撮影）、ポスプロ（編集）の各工程のクオリティをアップ
させるために、「自分がつくりたい動画」ではなく「クライアントの要望に応える動画」の制作機会が必要です。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：制作する動画のレベルをアップさせるために、様々な機材を使った撮影を方法を習得し、撮影技術を向上させる必
要があります。

学習内容：この科目では、撮影機材の使用法とその効果について、様々なカメラワークを参照しながら理解します。
参照したカメラワークを実際に撮影機材を使って撮影を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

学習内容：トラッド・ポップ・クール・エレガントの4つのテイストを元に、既存のWebサイトのリニューアルデザイン実習
を通して、それぞれのターゲットユーザーに好まれる色や形などデザインの方法を学習します。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：商用デザインでは様々な業種・業態・商品のWebサイトのデザインに携わるため、様々なテイストのデザインに対応
 できる必要があります。

予定されたシーンの撮影ができる。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

基本のカット割りを反映した編集ができる。

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

Webサイトの企画立案、制作管理の実務経験がある教員が、グループワークで企画立案、制作進行の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：2期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法



Web動画クリエイター科2年3期シラバス

No 3653201 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 2年次

期 3期

教科名 Webマーケティング

科目名 Webマーケティング_3 01） マーケティングとは何かを改めてわかる。

単位 2 02） マーチャンダイジングの概要がわかる。

履修時間 30 03） Webマーケティング施策の種類とそれぞれの内容がわかる。

回数 15 04） Webサイト分析の指標の各項目の意味がわかる。

必修・選択 必須 05） Webサイト分析の指標に関する計算式がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） Webマーケティング施策の種類がわかる。

授業形態 講義・演習 07） Webマーケティング施策をニーズにあわせて選択できる。

作成者 川辺伸司 08） カスタマーエクスペリエンス（CX）の概要がわかる。

教科書 09） カスタマージャーニーマップが作成できる。

確認者 川辺伸司 10） カスタマージャーニーマップに合わせたWebマーケティング施策を設定できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑦

備考

No 3653202 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 Webマーケティング

科目名 Webマーケティング_4 01） ブランディングとは何か？定義を説明できる。

単位 2 02） デザインとブランドの関係性がわかる。

履修時間 30 03） プロモーションとは何か？定義を説明できる。

回数 15 04） プロモーション事例がわかる。

必修・選択 必須 05） ブランド構築における現状分析の方法がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） ブランドの構成要素がわかる。

授業形態 講義・演習 07） ブランド展開のための手段がわかる。

作成者 川辺伸司 08） 自身が考える企画のブランド要素が抽出できる。

教科書 09） ブランドネーミングの法則がわかる。

確認者 川辺伸司 10） 自身が考える企画のブランドのネーミングができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑦

備考

No 3653203 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 Web解析

科目名 Web解析_2 01） Web解析の専門用語がわかる。

単位 2 02） SEOの専門用語がわかる。

履修時間 30 03） SEO上の問題を発見し考察できる。

回数 15 04） 外部要因の確認方法がわかり、考察できる。

必修・選択 必須 05） Googleサーチコンソールの操作ができる。

省庁分類 応用講義・演習 06） Googleサーチコンソールのモニタリング結果を分析できる。

授業形態 講義・演習 07） フォームの問題分析ができ、改善策を提案できる。

作成者 川辺伸司 08） Web解析による問題提起、改善提案を行うにあたり、解析項目をピックアップできる。

教科書 09） Web解析による問題提起、改善提案を行うにあたり、Gooleアナリティクスよりモニタリング結果を抽出できる。

確認者 川辺伸司 10） Web解析による問題提起、改善提案のレポートを作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3653204 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_6 01） メディアクエリの働きと記述方法を理解し実装できる。

単位 2 02） レスポンシブデザインにおける文字表示の制御方法を理解し実装できる。

履修時間 30 03） レスポンシブデザインにおける表組みの制御方法を理解し実装できる。

回数 15 04） display:tableを使った２カラムレイアウトの記述方法を理解し実装できる。

必修・選択 必須 05） floatとcolumsプロパティの働きと記述方法を理解し実装できる。

省庁分類 応用講義・演習 06） フレキシブルボックスの働きと記述方法を理解し実装できる。

授業形態 講義・演習 07） グリッドレイアウトのWebページの記述方法を理解し実装できる。

作成者 川辺伸司 08） レスポンシブデザインにおけるイメージデータの制御方法を理解し実装できる。

教科書 09） CSSによるアニメーションの記述方法を理解し実装できる。

確認者 川辺伸司 10） スクロールによるヘッダの表示制御方法を理解し実装できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑤

備考 グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：PCサイト、スマホサイトの両方に対応できるWebサイトをプログラミングするにはレスポンシブデザインの知識とそ
れに準じたコーディング方法を習得する必要があります。

評価方法

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイトに来訪者を沢山集め、来訪者の来訪動機を満たし、Webサイトが成果をあげることを理解することが必要
です。

学習内容：WebマーケティングはWebサイトが成果をあげる為の活動そのものです。この科目では卒業制作テーマの商品、
サービスのマーケティング施策の検討を通し、その活動を理解してゆきます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webマーケティングのコンサルティング業務に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

学習内容：この科目ではレスポンシブデザインに必要な機能であるメディアクエリの働きと記述方法を理解し、PCサイト、
スマホサイトの両方に対応できるWebサイトの実装ができるようになります。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webマーケティングのコンサルティング業務に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webサイト運営に携わる場合、サイト改善のために、Webサイトのアクセス状況を分析する技術が必要となります。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webを始めとしたメディアに関わる上で、ブランドとは何か？プロモーションとは何か？を理解しておくことが必要
です。

学習内容：この科目では、ブランド戦略、プロモーション事例を研究し、卒業制作におけるブランディング、プロモーショ
ン計画を策定できるようになります。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

学習内容：GoogleアナリティスによるWeb解析を実践します。解析結果からどのような解決策を導けば良いか、事例を参照し
ながら考える力（分析力）を養い、解析結果のレポートの方法を学習します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

企業のWebサイト分析担当に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。



Web動画クリエイター科2年3期シラバス

No 3653205 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 グラフィックデザイン

科目名 グラフィックデザイン_9 01） 商品のブランディング事例がわかる。

単位 2 02） 商品のブランディングではどのような制作物が展開事例がわかる。

履修時間 30 03） 商品のプロモーション事例がわかる。

回数 15 04） 商品プロモーションではどのような制作物が展開事例がわかる。

必修・選択 必須 05） ブランディング企画の手順がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） 自身の企画テーマを決めることができる。

授業形態 講義・演習 07） 商品のデザインコンセプトの決定内容がわかりコンセプトが策定できる。

作成者 川辺伸司 08） 商品のデザイン出しの手順を理解しデザイン案を作成できる。

教科書 09） 商品の試作品を作成できる。

確認者 川辺伸司 10） 企画書にまとめる内容がわかる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑩

備考

No 3653206 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 モーショングラフィックス

科目名 モーショングラフィックス_3 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 応用実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3653207 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 3期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト7 01） 問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

単位 1 02） 問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

履修時間 30 03） 問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

回数 15 04） 問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

必修・選択 必須 05） 問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

省庁分類 企業連携実習 06） 問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

授業形態 実習 07） 問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

作成者 川辺伸司 08） 問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

教科書 09） 問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

確認者 川辺伸司 10） 問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

After Effectsでプロジェクションマッピング作品を制作できる。

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、モーショングラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

プロジェクションマッピングの事例がわかる。

After Effectsによるプロジェクションマッピングの作成方法がわかる。

After Effectsのエクスプレッションの操作ができる。

After Effectsのパーティクルの操作ができる。

After Effectsの雪を降らすエフェクトの操作ができる。

After Effectsのライトの操作ができる。

After EffectsのCC Pixel Pollyの操作ができる。

プロジェクションマッピングで使われる表現をAfterEffectsで実装できる。

必要性：Webデザイナーは商品のブランディングに関わることが多い。そのため商品のブランド訴求を行う作業を実体験して
おく必要があります。

学習内容：自身で商品を企画、開発することで、ブランド訴求とは何かを考えプロタイプを制作することでグラフィック制
作技術の習得レベルを確認します。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：動画クリエイターは実写による動画制作だけではなく、モーショングラフィックスの制作能力が必要です。

学習内容：AfterEffectsによる制作能力を向上させるためにモーショングラフィックスの制作に取り組みます。
テーマはプロジェクションマッピングです。

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

プロジェクションマッピングの概要がわかる。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

学習内容：3期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

Webサイトの企画立案、制作管理の実務経験がある教員が、グループワークで企画立案、制作進行の実務的テクニックを教える。



Web動画クリエイター科2年4期シラバス

No 3654201 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2026年度

学年 2年次

期 4期

教科名 Webマーケティング

科目名 Webマーケティング_5 01）  SP（セールスプロモーション）とは何かがわかる。

単位 2 02） SPの手法がわかる。

履修時間 30 03） SP施策のアイデアを考えることができる。

回数 15 04） ブランディング戦略をまとめることができる。

必修・選択 必須 05） ブランディング戦略にもとづいた制作ができる。

省庁分類 応用講義・演習 06） SP戦略をまとめることができる。

授業形態 講義・演習 07） SP戦略にもとづいた制作ができる。

作成者 川辺伸司 08） 伝わる企画書の構成がわかる。

教科書 09） 伝わる企画書のスライド表現がわかる。

確認者 川辺伸司 10） 伝わる企画書が作成できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑦

備考

No 3654202 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 Webプログラミング

科目名 Webプログラミング_7 01） HTMLでよくある誤った記述方法がわかる。

単位 2 02） 実装前に規定しておくコーディングルールがわかる。

履修時間 30 03） 実装前に規定しておくコードフォーマットがわかる。

回数 15 04） CSSでよくある誤った記述方法がわかる。

必修・選択 必須 05） CSSの設計方法の種類とそれぞれの内容がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） HTML/CSSを記述する際の命名規則と記述方法がわかる。

授業形態 講義・演習 07） HTML/CSSファイルの適切な管理方法がわかる。

作成者 川辺伸司 08） Webアクセシビリティの考え方がわかる。

教科書 09） デザインカンプからCSSを設計できる。

確認者 川辺伸司 10） 運用更新を考慮したHTML/CSSの記述、ファイル構成設計ができる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑤

備考

No 3654203 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 ブランドデザイン

科目名 ブランドデザイン_1 01） 企画・コンセプトの再確認ができる。

単位 2 02） 商品、サービスのネーミングを決定できる。

履修時間 30 03） ロゴの作成手順がわかる。

回数 15 04） ロゴのデザインができる。

必修・選択 必須 05） ロゴのイメージデータを完成することができる。

省庁分類 応用講義・演習 06） パッケージ、商品などの制作物の対象を決定できる。

授業形態 講義・演習 07） パッケージ、商品などの制作物のデザイン案ができる。

作成者 川辺伸司 08） 制作物に必要な資材を調達できる。

教科書 09） パッケージ、商品などを制作できる。

確認者 川辺伸司 10） 企画・コンセプトを最終決定できる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑩

備考

No 3654204 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 ブランドデザイン

科目名 ブランドデザイン_2 01） コンセプトボードの役割がわかる。

単位 2 02） コンセプトボードの掲載項目がわかる。

履修時間 30 03） コンセプトボードのレイアウトが作成できる。

回数 15 04） コンセプトボードのデザインができる。

必修・選択 必須 05） コンセプトボードに写真、文章を入れ完成させることができる。

省庁分類 応用講義・演習 06） 企画書の掲載項目がわかる。

授業形態 講義・演習 07） 企画書のシナリオが作成できる。

作成者 川辺伸司 08） 企画書に写真、文章を入れ完成させることができる。

教科書 09） プレゼンテーションでの発表する内容がわかる。

確認者 川辺伸司 10） 企画をプレゼンテーションできる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ⑩

備考 グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

グラフィックデザイン実務に従事中の教員が、グラフィックス制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webデザイナーは商品のブランディングに関わることが多い。そのため商品のブランド訴求を行う作業を実体験して
おく必要があります。

学習内容：自身で商品を企画、開発することで、ブランド訴求とは何かを考えプロタイプを制作することでグラフィック制作技術の習
得レベルを確認します。この科目では制作物を完成させ、企画書とコンセプトボードを作成しプレゼンします。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webマーケティングのコンサルティング業務に従事中の教員が、実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：WebアプリケーションやWebサイトのプログラミングでは公開後の更新、拡張を視野にいれた設計・開発が重要視さ
れており、運用を考えた設計手法を習得することが必要です。

学習内容：この科目では運用を考慮したHTML/CSSの設計、実装、ファイル管理についてそれぞれの具体的な手法を学習しま
す。

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

Webサイト構築プロジェクトにおけるプログラミング実務に従事中の教員が、Webプログラミングの実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：Webデザイナーは商品のブランディングに関わることが多い。そのため商品のブランド訴求を行う作業を実体験して
おく必要があります。

学習内容：自身で商品を企画、開発することで、ブランド訴求とは何かを考えプロタイプを制作することでグラフィック制
作技術の習得レベルを確認します。この科目では制作物の作成を行います。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：前期で学習したブランディングの具体的な展開手段としてSPセールスプロモーションがあります。ブラディングを
 より理解する上でプロモーションの具体的な内容について理解しておく必要があります。

学習内容：前期に取り組んだ、ブランディング戦略、SP戦略を出来上がりつつある制作物に合わせて再整理し、企画書とし
てまとめます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法



Web動画クリエイター科2年4期シラバス

No 3654205 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 動画制作応用

科目名 動画制作応用_1 01） Showreelとは何か、その概要がわかる。

単位 2 02） Showreelの用途がわかる。

履修時間 30 03） Showreelの事例がわかる。

回数 15 04） Showreelのシナリオパターンがわかる。

必修・選択 必須 05）  制作実績を動画で効果的にアピールする方法がわかる。

省庁分類 応用講義・演習 06） 自身の制作実績が整理できる。

授業形態 講義・演習 07） Showreelのシナリオが作成できる。

作成者 川辺伸司 08） Showreelのカット割りができる。

教科書 09） Showreelの絵コンテができる。

確認者 川辺伸司 10） Showreelに必要な映像素材をピックアップできる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3654206 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 動画制作応用

科目名 動画制作応用_2 01） Premiere Pro、After Effectsのテンプレートサイトがわかる。

単位 2 02） Premiere Pro、After Effectsのテンプレートの使用方法がわかる。

履修時間 30 03） Premiere Pro、After Effectsのテンプレートを自身の動画に組み込める。

回数 15 04） Showreelのインサートカットの撮影ができる。

必修・選択 必須 05） Showreelに必要なグラフィックスを作成できる。

省庁分類 応用講義・演習 06） Showreelに使うビデオクリップを整理できる。

授業形態 講義・演習 07） Showreelに使うビデオクリップをシーケンスに配置できる。

作成者 川辺伸司 08） Showreelに使うBGMを決め、配置できる。

教科書 09） Showreelの映像にエフェクトを設定できる。

確認者 川辺伸司 10） Showreelを完成させることできる。

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP ②

備考

No 3654207 科目コード

系 情報・Web・ゲーム系

科 364.Web動画クリエイター科

年度 2027年度

学年 2年次

期 4期

教科名 リアルジョブプロジェクト

科目名 リアルジョブプロジェクト8 01）

単位 1 02）

履修時間 30 03）

回数 15 04）

必修・選択 必須 05）

省庁分類 企業連携実習 06）

授業形態 実習 07）

作成者 川辺伸司 08）

教科書 09）

確認者 川辺伸司 10）

最終確認者 井坂昭司

実務教員 ⚪
該当DP

備考

問題設定に向け、筋道をたてて(論理的に)考えることができる。

Webサイトの企画立案、制作管理の実務経験がある教員が、グループワークで企画立案、制作進行の実務的テクニックを教える。

問題設定に向け、現状の問題点から解決すべき課題を提案することができる

問題発見をとおして設定した課題の社会的な意義等を適切に説明することができる。

評価方法

①授業評価は「学習評価ルーブリック表」を用いて授業ごとに実施する。
②履修判定評価は「履修判定評価ルーブリック表」を用いて期末に実施する。
③個々の学生の成長を「学生成長評価ルーブリック表およびレーダーチャート」を用いて記録する。

問題発見に向け、グループで話し合った内容を、適切にまとめ、報告することができる。

問題設定に向け、これまでに修得した専門知識・技術を活用することができる。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

必要性：将来、実務において仕事を進めていくためには、専門性だけでなく、問題発見能力・問題解決能力・コミュニケー
ション能力などの「社会性（社会で活躍する力）」を身につけていることが重要です。

学習内容：4期においては、専門性をとおしてどのような問題解決に取り組むか、仲間と話し合いながら自分たちが取り組む
課題の発見・設定に取り組みます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

問題発見に向け、関連する情報を収集することができる。

問題発見に向け、収集した情報を整理・分析・考察することができる。

Webサイト構築プロジェクトにおける動画制作実務に従事中の教員が、Web動画制作の実務的テクニックを教える。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由

問題発見に向け、技術者としての問題意識をもって、現状の問題点を指摘することができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において他者の話を聞くことができる。

問題発見に向け、グループディスカッション等において自分の意見を伝えることができる。

必要性：動画制作技術のまとめとして、Premiere Pro、After Effectsの編集技術を最終確認しておくことが必要です。
Showreel動画の制作に取り組みます。そして、自身の２年間の作品を動画で紹介します。

学習内容：Showreelの制作を通して、企画力、編集技術の習得レベルを確認します。
この科目ではShowreelのプリプロダクション（企画・シナリオ作成）を行います。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

必要性：動画制作技術のまとめとして、Premiere Pro、After Effectsの編集技術を最終確認しておくことが必要です。
Showreel動画の制作に取り組みます。そして、自身の２年間の作品を動画で紹介します。

学習内容：Showreelの制作を通して、企画力、編集技術の習得レベルを確認します。
この科目ではShowreelのプロダクション・ポストプロダクションを行い動画を完成させます。

科目目標（わかる目標・できる目標 ）⇒ ５項目以上～１０項目以内、できれば１０項目

評価方法

筆記による履修判定試験により、100点満点中60点以上を合格とする。

シラバス（概要）⇒ 学習内容および学習の必要性・学習する理由




